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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。（日刊紙3400円/日曜版800円）

今国会での増税法案成立「反対」が６

割にのぼっています。この声にこたえて、

今国会で増税法案を阻止するため、７野

党が党首会談を開き、内閣不信任決議案

を提出することに合意しました。

民主党が公約していない消費

税増税を強行するというなら、

衆議院を解散して総選挙を行い、

国民の審判をあおぐべきです。

「消費税の増税分を社会保障にあ

てる」というのはウソでした。実は、

民自公３党は増税分を公共事業にあ

てることを約束していました。マス

コミも「公共事業ばらまきのための

消費税増税という一体改革の『地金』

が出たというべきだ」（「中日」8月

2日付）と批判しています。

日本共産党は、消費税に頼らなくても、社会保障を充実し、

財政危機を打開できる別の道があると提案しています。

社会保障の財源は、ムダづかいの一掃や富裕層・大企業の

「応分の負担」でつくりだします。富裕税は世界の流れです。

日本共産党を含む野党７党は、消費税増税法案の成

立を阻止するために、野田内閣不信任決議案を提出す

ることを合意しました。


